
えのきだけ培養床の堆肥化

[要約］えのきだけ培養床残潰は、Ｃ/N比32以下、水分65％程度で５か月以上堆積す
ることにより堆肥化できる。 えのきだけ培養床残漬のみでは、堆肥のI易ュー 在_Z玄捜査

量は小さいが、堆積時に麦わら堆肥、 牛ふん堆肥等を添加することにより陽イオン交

換容量が大きくなり、 堆肥としての有効性が高まる。
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［背景・ねらい］

えのきだけの培養は比較的容易にできるため県内各地で行われている。培養床にはオガ

屑が用いられているが、培養床残撞は大部分が未利用のまま放棄されている。このえのき
だけ培養床残漬の有効利用を図るため、堆肥化技術について検討する。

［成果の内容・特徴］

①C/Ｎ比36、水分65％及びC/Ｎ比24、水分60％では、窒素または水分が不足するため発酵
温度が低く推移する（表１）。

②全炭素含量は、堆積開始後1.5～２か月までは減少するが、その後の減少は少ない。ま

た、陽イオン交換容量は、５か月程度の堆積期間内では全期間を通じて緩やかに増加する

（表２）。

③牛ふん堆肥、麦わら堆肥及び腐葉土を添加することによる堆肥の腐熟促進効果は小さい

が、腐葉土や麦わら堆肥等を添加することにより陽イオン交換容量が大きくなり、良質な

堆肥ができる（表２）。

④えのきだけ培養床残澄をC/Ｎ比32以下、水分65％程度に調整して５か月以上堆積するこ

とにより、発芽障害のない安全な堆肥を作ることができる（表３）。

［成果の活用面・留意点］

①堆肥化によりえのきだけ培養床の有効利用が図られる。

②えのきだけ培養床残潰は、屋外での堆積期間によってC/N比(29～46)及び水分(44～54）

に変動があるので、堆肥化に当たっては事前の分析が必要である。
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表１切り替えし後の温度変化（平成3年）
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注）①堆積開始；８月30日
②Ｃ/N比24～36区の水分は65％、水分60％区のC/N比は24に調整した。

表２全炭素含量及び陽イオン交換容量の変化（平成2年）
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陽イオン交換容量（me／1009）全炭素含量（％）

表３堆積期間がコマツナの発芽及び発芽直後の生育に及ぼす影響（播種６日後）
（平成3年）

処理

注）①処理内容：Ａ副資材無添加、Ｂ麦払堆肥添加、Ｃ牛,M,堆肥添加、Ｄ腐葉土添加
②副資材の添加量は各20％（W/W）
③全炭素含量の変化は140日目

ﾃー 百一面目~雨百~詞ヨ112日140日減少率７日２８日５６日８６日112日140日

注）①１区10粒、４反復
②根部褐変程度は５段階評価
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[具体的データ］
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